


YAMAZEN 


こ:使用になる前に 

この取扱説明書（保証書付） 
を最後までお読みの〇え 
正しくお使いください。 


一般家庭用 


23 cmDC モーターサーキュレーター 

YAR-AD23 

(ワイヤレスリモコン） 

取扱説明書 (保証書付） 


お買上げいただきありがと〇ございました。 

なお、この取扱説明書（保証書付）は、大切に 
保管して < ださい。 

万一ご使用中にわからないことや不都合が生じた 
とき、きっとお役に立ちます。 


この商品は、海外ではご使用になれません。 
FOR USE IN JAPAN ONLY 
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安全上のご注意 

ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、必ずお守りください。 

※ここに示した項目は、製品を安全に正しくお使い頂き、お使いになる人や他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するためのちのです。また、危害や損害の大きさと切迫の程度を 
日月示するために、誤った取扱いをすると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」の2つに 
区分しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 


△警告 

△注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡又は重傷を負う 
可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性 
及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 

記号は禁止「してはいけないこと」を表示しています。図の中や近くに具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

C # 記号は強制「しなければいけないこと」を表示しています。図の中に具体的な指示内容 
(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。 



0 


禁止 


交流1 00 V 以外での使用やコンセント 
配線器具の定格を超える使いかたは 
しない 

»延長コードやタコ足配線などで定格を 
超えると、コンセント部が異常発熱して、 
発火や火災の原因になります。 

また、インバーター電源などを使用 
すると誤作動することがあります。 


電源 プラグは根元まで確実 

mm *關や織による火災の 1 
原因になります。 

指示に従う 

こ差し込 

お手入れの際は必ず 電牙 
01 [|〇 コンセントから抜くこと。! 
/ 抜き差ししない 

ぬれ手禁止《不意に動作してけがを 
したり、 シヨー ト•感電 
の原因になります。 

堂 プラグを 
ぬれた手で 

包装用ポリ袋はお子様の手の届かない 
■墨 場所 L 保管する 0 

•誤って顔にかぶったり 、 yA 
指示に従う巻き付いた〇して 

窒息し、死亡の原因 / 

^ になります。 


分解禁止 


修理技術者以外の人は、絶対に分解 
したり修理 • 改造はおこなわない 

籲発火したり、異常動作してけがの原因 
になります。 

※故障と思われるときは、お買上げの 
販売店へ点検 • 修理をこ'相談ください。 


0 


電源コードや電源プラグが傷んだ0、 
コンセントの差し込みがゆるいとき 
は使用しない 

禁止 參感電•シヨート. ^ 7 ^ 

発火の原因になり 
ます。 



0 


開□部やすき間にピンや針金、金属物 
などの異物を入れない 

>感電や異常動作 
禁止 してけがをする 

原因になります。 



0 ガードの中や可動部、すき間などに 
指や棒などを入れない 

• 重大なけがをする原因になります。 
禁止 特にお子様には注意して<ださい。 


- 1 - 




























水ぬれ禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 



本体や操作部に水や油をつけた〇、 
水をかけた◦、丸洗いをしない 

參感電- シヨート • 

火災_故障の原因 
になります。 


電源プラグをなめさせない 



❶ 

指示に従う 


• お子様が誤ってなめないよろに注意して 
ください。感電やけがの原因になります。 


風を燃焼器具（ストーブなど）に向けて 
使用しない 


❶ 

指示に従う 


• 炎の飛散や不完全燃焼などがおき、火災や 
事故•故障の原因になります。 


羽根やガードを付けずに運転しない 

• けがや故障の原因になります。 



ガードや本体に物をかけた〇、かぶ 
せてふさぐなどして使用しない 

• 本体の過熱や故障の原因になります。 


禁止 


0 


お子様だけで使用させた〇、幼児の 
手の届くところで使用しない 

*感電 • けがの原因になります。 


禁止 

0 


定期的に電源プラグのほこ〇を取る。 
電源プラグにピンやゴミを付着させ 
ない 

»刃や刃の取り付け面にピンやゴミが付着 
したり、ほこりがたまると、感電•シヨート 
発火の原因になります。また、湿気などで 
絶縁不良となり火災の原因になります。 

電源プラグのお手入れは、乾いた布で 
ふいてください。 


本体に異常•故障•破損があった〇、 
電源プラグや電源コードが異常に熱< 
なるときは、直ちに使用を中止する 

«火災•感電•けがの原因になります。 
すぐに電源プラグをコンセントから 
抜いて、お買上げの販売店へ点検•修理 
をご相談ください。 


風を直接身体に当てない 

參本製品はサ _ キユレータ_です。扇風機 
よりも強力な風がでるので、体調悪化や 
健康を害することがあります。特にノ」、さな 
お子様やお年寄り、ご病気の方にはご注意 
ください。 

浴室などの湿気のある場所や、雨や 
水のかかる場所で使用しない 

離シヨ_卜•感電•故障の原因になります。 


屋外では使用しない 

«故障の原因になります。 


禁止 


電源コードを傷付けたり、破損させたり、熱器具に近付けた〇、無理に曲げた〇、 
引っ張った〇、ねじった〇、たばねて使用した〇しない 


* また、重い物を載せたり、挟み込んだり、加工したりすると、電源コードが破損し火災や、 
感電の原因になります。 

※結束パンドは必ず外す。 



0 


禁止 


次の場所では使わない 

«感電やショート、火災や爆発、事故や故障の原因になります。 
• 火気の近< 

•高温 （40° C 以上）になる所 
•キッチンや工場などの油 • 油煙が発生する所 
•ほこ0や金属粉の多い所 

•灯油 • ガソリン • シンナー • ベンジン • 塗料などの 
引火性のちのがある所 






























長時間使用しないときや使用時以外は、 
電源プラグを]ンセントから抜く 

* 絶縁劣化による感電や漏電により火災- 
やけど • けがの原因になります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードを 
(\ j 持って引き抜かない 

V_v 籲 感電や シヨー トして発火することがあります。 

** lh ※必ず先端の電源プラグを持って引き 
~ 抜いてください。 

本製品は一般家庭用です。絶対に 
r\i 業務用に使用しない 

♦本製品に無理な負担がかかり、火災や 
&^ 事故、故障の原因になります。 

本体に異常な振動が発生した場合は、 
■勝 使用を中止する 

•羽根やガ-ドが外れたり、落下により 
指示に従う けがをする原因になります。 

製品を移動するときは引きずらない 

1 \^} 春 床面や畳に傷が付く原因になります。 

禁止 

X 掃除用•整髪用•殺虫剤などのスプレー 
(X 1 を吹き付けない 

»変質•破損などによりけがや事故の 
* S ,|- 原因になります。 

運転停止直後はモーター軸付近が 
■墨 熱くなっていることがありますので 
お手入れをする際は注意する 

指示に従5 

ガードに髪などを近付けない 

|X 1 «髪などが巻き込まれ、けがをする原因に 
なります。 

禁止 

暖房器具などの温風吹出□の前に 
(X) 置いて使用しない 

* 故障や発火の原因になります。 

禁止 

本体の上に腰をかけたり、足を乗せ 

1X1 たりしない 

籲 けがや破損•故障の原因になります。 

禁止 

力—テンなどの障害物の近<や不安定 
(X) な馳で賴しない 

»風の流れや首振りをさまたげる障害物が 
あると、カーテンなどが吸い込まれ過熱 
による発火や火災の原因になります。 

* 不安定な場所に置 < と、転倒や落下する 
などしてけがや故障の原因になります。 

運転中に本体を移動させない 

(X 1 籲 特に首振り運転中に移動すると、故障や 
けがの原因になります。 

禁止 

本体に強い衝撃を与えない 

K XI «感電や故障_破損の原因になります。 

禁止 

リチウム電池の取〇扱いには充分注意する 

■ B «使いかたを誤ると発熱や破裂したり、けが•やけど•感電の原因になります。 

•指定以外のリチウム電池を獅しない。（指定リチウム電池： CR 2025) 

指示1こ従5 •極性（©と ㊀ ）を間違えない。 

•リチウム電池をお子様の手の届く所に置かない。 

•充電•分解•シヨート•加熱した 0、 火の中に入れたりしない。 

•お子様が誤って、リチウム電池をなめた 0、 飲み込んだりしないよろに注意する。 

万一飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してください。 

V 

、 お手入れにはシンナー • ベンジン • みがき粉•たわし • 化学ぞ〇きん類は使用しない 

^1 »製品の変質や劣化による故障や破損、けがや事故の原因になる場合があります。 
y お手入れはぬるま湯か台所用中性洗剤などを使用して<ださい。 

卜.ノ^ •※洗剤の種類によっては、台所用制®先剤でちプラスチック（樹脂）に使用でぎない 

〇 ものがありますので、洗剤の注意書きをよくご確認のろえご使用ください。 

プラスチック（樹脂）に使用可能な洗剤でも、洗剤分が残っていると、化学作用 
|L によりプラスチック（樹脂）を侵し、破損してけがや事故の原因になる場合が 

ありますので、お手入れ後洗剤分が残らないよ〇しっかりふき取ってください。 

















事故防止の為、必ずお守0<ださい 


運転中は羽根が高速で回転しています。お子様が誤って指などを入れないよ〇に、 
保護者の方が注意して<ださい。 

•ガー ドを外しての運転は大変危険です。絶対におこなわないでください。 
參ご使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 


各部の名称 


■前面 

-*-*-_ u * い、 

刖 カード 



羽根 


本体 

風量調節ダイヤル 
操作部 


風量表示部 

風量を8段階で表示します。 

「4」 「5」 

「3」乃「6」 



付属品 


□ □ 
□ □ 
□ □ 


-送信部 
リモコン 


リチウム電池 
( CR 2025:1 個） 


リモコン 
収納部 


■背面 


取っ手 


後ガード 


微風「1」 


「8」強風 


※本体に風量を表す数字•文字の表示 
はありません。 


モーター 部 


電源コード 



電源プラグ 











































リモコン 


1. リチウム電池の入れかた 
(リチウム電池 CR 20251個） 

① .リモコンを裏返し電池ホルダーのツメを矢印 
の方向へスライドさせる。 

② .①の状態のまま電池ホルダーを弓Iき出す。 

③ .電池ホルダーにリチウム電池の㊉側を上に 
して載せる。 

④ .電池ホルダーを「カチン」と音がするまで押し 



■動作しにくくなった場合は、新しいリチウム電池 
と取0換えてください。 


お 

願 

い 


•長期間リモコンを使用しないときは、リチウム 
鼋池の液もれを防ぐために、リモコンからリチウム 
電池を取0出して < ださい。 


2. 操作のしかた 

リモコンの送信部を本体の受信部に向けて、お好みのボタンを 

ゆつく 〇押す。 

_リモコンの使用できる範囲は約3 m です。_ 

•リモコンの送信部に傷を付けないでください。 

•リモコンのボタンを2つ以上同時に押さないでください。 
•リモコンを落とした0、踏んだり、液状のものをかけたり 
しないでください0 

■次のような所ではリモコンの操作ができないことが 
あります。 

•本体受信部とリモコンの間に障害物がある所。 

•インパー f 一照明器具または、電子瞬時点灯照明器具を使用 
している所。 

⑩本体の受信部に直射日光などの強い光が当たる所。 

■リモコンは、右図のよ〇に本体の 
リモコン収納部に納めることができ 
ます。収納するときはリモコンの 
下部を先にはめ込んでから、上部を 
はめ込んで < ださい。 

※リモコン収納部に納めたまま、リモコン 
の操作はできません。 



設置場所 

■カーテンなどの障害物がなく、水平な床や机に置いてください。 



冷気を循環 

床にたまった冷気を部屋中に循環させます。 



換気 



暖気を循環 

天井にたまった暖気を部屋中に循環させます。 



2部屋の循環 

窓際に置いて屋外の空気を取り込んだり、屋内の空気を排出します。 2部屋の空気を循環させます。 

♦空気をかくはんしたしヽときなどに首振り運転を併用すると効果的です。 


各部の名称つづき 

♦ご注意 

※本製品に最初から付属している電池はテスト用のため、新しい電池に比べて寿命が短い場合がございます。 
リモコンが動作しにくくなつた場合は新しい電池と取り換えてください。 


お願い 






















































































使いかた 


△警告 

0 

ガードの中や可動部、すき間などに指や棒などを入れない 

•重大なけがをする原因になります。特にお子様には注意してください。 


禁止 




知っておいていただぎたいこと 


本製品は運転停止した場合、羽根の回転が停止するまで再運転できない仕様になって 
います。羽根の回転が停止してから操作をおこない、運転をしてください。 


•運転する時は、最初に「入•切」ボタンを押します。他のボタンを押しても動作しません。 

參運転中に停電した0、電源プラグを抜いた場合は、切の状態にな0ますので始めから操作 
をや◦直して < ださい。 

參操作部の一部が暖かくなることがありますが、マイコンなどの消費電力によるもので故障 
ではあ0ません。そのまま続けてご使用ください。 

■各スイッチの説明 


タイマーランプ （:本体操作部：） CU モコン操作部:) 




結束バンドを必ず外してから電源プラグをコンセントに差し込む 

※交流1 oov のコンセントに、電源プラグをがたつきがないように根元まで確実に差し込んでください。 


P 「入•切」ボタンを押して運転する 



「入•切」 ボタンを押すと運転します。 

♦電源ランプと、風量表示ランプ「1」が点灯し、送風を始めます。 
♦も〇—度押すと停止します。 


「入•切」ポタンを押してから、約1秒後に羽根が回転しますが故障ではありません。 




























































使いかたつづき 


| c | 風量を調節する 

「風 量 調節ダイヤル」 を回すと風量を「1」〜「8」段階まで調節できます。 

♦右に回すほど風が強くなります。 

籲風量表示ランプが順に「1」〜「8」まで点灯します。風量表示ランプを見ながら調節して 
<ださい。 

• リモコンの風量ボタンでも調節できます。 



風量「1」 風量「2」 風量「3」 風量「4」 風量「5」 風量「6」 風量「7」 風量「8」 

微風^--強風 


q 首振り運転をする 

■左右首振0運転のしかた 


首振0 
(左右) 


「首振り（左右)」 ボタンを押すと左右に（約55度) 
首振り運転をします。 

♦首振り（左右）ランプが点灯します。 

♦も〇—度押すと停止します。 




首振0 
(上下） 


■上下首振0運転のしかた 

「首振り（上下)」 ボタンを押すと上下に（約85度) 
首振り運転をします。 

參首振り（上下）ランプが点灯します。 

春もう一度押すと停止します。 




■上下左右首振0運転のしかた 

上下首振り運転中に 「首振り（左右）」 ボタンを押すか、左右首振り運転中に 
wj 「首振り（上下)」 ボタンを押すと上下左右首振り運転をします。 

n ♦首振り（上下）（左右）ランプが点灯します。 

♦上下首振り運転に戻したい場合は、「首振り（左右）」ボタンを押してください。 
♦左右首振り運転に戻したい場合は、「首振り（上下）」ボタンを押してください。 
※操作ポタンは2つ以上同時に押さないでください。 




4. 


タイマーをセツトする 

このタイマーは、設定した時間がくると運転を停止する「切」タイマーです 
「タイマー」 ボタンを押すとタイマーが 
右図のよ〇に順送りで変わります。 

タイマーランプを見ながら操作してく 
ださい。 

* 時間の経過とともにタイマーランプの表示が変わり、残りの時間を表示します。 
* セツト時間が終わりますと、タイマーランプが消え、自動的に運転を停止します。 
♦タイマーセツト時間は目安です。 


タイマー 


^ 2 ^ 

(時間) 


タイマー セツト解除] 

(連続運転） 















































使いかたつづき 

■使用後は事故防止と節電のため電源プラグをコンセントから抜< 

「入•切」ボタンを押し、運転を停止してから電源プラグを抜いて<ださい。 

_ A 汪意 _ 

長時間使用しないときや使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜く 

參絶縁劣化による感電や漏電によ0火災 • やけど • けがの原因にな0ます。 

プラグを抜く _ 


お手入れと保管 


r △警告 1 

/お手入れの際は必ず 電源 プラグをコンセント 

Jtp\ 本体や操作部に水や油をつけた0、水をかけ 

IWJ から抜くこと。ぬれた手で抜き差ししない 

たり、丸洗いをしない 

V - f ： 參 不意に動作してけがをし£0、シヨート • 感電の 

•感電•ショート•火災 • 故障の原因になります。 

原因にな〇ます。 

水ぬれ禁止 


r △注意 " 

/〇,お手入れにはシンナー • ベンジン • みがき粉 • たわし • 化学ぞ〇きん類 

掃除用•整髪用•殺虫剤 

は使用しない 

(\)などのスプレーを吹き 

籲製品の変質や劣化による故障や破損、けがや事故の原因になる場合があります。 

付けない 

お手入れはぬるま湯か台所用中性洗剤などを使用してください。 

^ ♦変質•破損などによ0 

※洗剤の種類によっては、台所用中性洗剤でもブラスチック（樹脂）に使用できない 

けがや事故の原因 

ものがありますので、洗剤の注意書きをよくご確認の〇えご使用ください。 

になります。 

ブラスチック（樹脂）に使用可能な洗剤でも、洗剤分が残っていると、化学作用 


によ0ブラスチック（樹脂）を侵し、破損してけがや事故の原因になる場合があり 


ますので、お手入れ後洗剤分が残らないよ〇しっかりふき取って<ださい。 

_ y 


こ' 汪意 

♦取り外し、組み立てのときはけがをしないように充分注意しておこなつてください。 
♦羽根、前ガードは確実に取り付けてください。羽根、ガードが外れてけがをする原因になります。 
♦羽根に貼り付けてある「羽根マーク」は、はがさないでください。 


〔前ガード•羽根の外しかた〕 

1. 前ガードを外す 

① 後ガード上部のガード固定ネジ （1 本）を 
プラスドライノ (一で左へ回して外します。 

② 前ガードを外します。 

2. 羽根を外す 

•スピンナーを右へ回して外し、羽根を 
外します。 
























お手入れと保管 つづき 


〔前ガード • 羽根の取0付けかた〕 


ツメ (2 か所) 
前刀ード 


1. 羽根を取り付ける 

參羽根を取〇付け、スピンナーを左へ回して締め付けます。 

2. 前ガードを取り付ける 

① 前ガ_ドの下部にある切り込み部を下側にし、後ガード 
下部にある取り付けガイドに合わせます。 

② ツメ （2 か所）を後ガードの凹部にはめ込みます。 

③ ガード固定ネジをプラスドライノ(一で右へ回して確実 

に締め付けます。 "' 


凹部 (2 か所） 


〔お手入れ〕 



取り付けガイド 


♦羽根•モーター部にほこりが多量に付着すると異常音•振動•モーターの過熱の原因になります。定期的 
に8ページの[前ガード•羽根の外しかた〕を参照して、各部を外しお手入れをおこなって<ださい。 
♦ガードは正面に向けて取0外してください。（ガードが正面に向かない場合は無理に戻さず、 
首振りさせて正面に向けてください。破損•故障の原因になります。） 


■本体 

拳汚れは、水またはぬるま湯に浸した;柔らかいふきんをよくしぼってふき取ります。 

春落ちにくい汚れは、台所用中性洗斉 U を薄めた水またはぬるま湯に浸した柔らかいふきんをよくしぼって 
ふき、さらに乾いた柔らかいふきんで洗剤分が残らないよ〇きれいにふき取ります。 


■前•後ガード、羽根 

• 掃除機でこまめにほこりなどを吸い取ります。 

»落ちにくい汚れは、台所用中性洗斉 ij を薄めた水またはぬるま湯に浸した柔らかいふきんをよくしぼって 
ふき、さらに乾いた柔らかいふきんで洗剤分が残らないよ〇きれいにふき取ります。 

※お手入れ後は羽根 ■ ガードをしっかりと取り付けてください。 

〔保管〕 

• [お手入れ]の方法に従って、お手入れします。 

春包装ケースに納め、直射日光を避けて、湿気の少ない場所に保管します。 


仕 様 


電 



源 

AC 100 V (50-60 Hz 共用）※モーターは DC モーターを使用 

消 

費 


電 力 

18 W (微風時： 7 W ) 

製 

品 

寸 

法（約） 

幅： 365 mm x 奥行： 240 mm x 高さ： 380 mm 

製 

品 

質 

量（約） 

2.6 kg 

コ 

— 

卜 

長（約） 

1.6 m 

風 



速（約） 

225 m/min (微風時： 73 m / min ) 


※上記の仕様は改善などのため、予告なく変更する場合があ0ます。 

一9一 























長期使用製品についてのご注意 


長年ご使用の製品は、熱、湿気、ほこりなどの影響により、内部部品が劣化し、発煙•発火のおそれが 
あります。 

ご使用中につぎのような症状がみられる場合は、スイッチを切り、コンセントから電源プラグを抜いて、 
お買上げの販売店または本書記載の「山善家電お客様サービス係」にご相談ください。 


鲁ス イッチを入れても羽根が回らない。 

• 羽根が回っても、異常に回転が遅かったり不規則。 

• 回転するときに異常な音や振動がする。（摩擦音 • 接触音 • 
打音などがしたり羽根がブレて振動しているなどの状況） 

籲モーター 部分が異常に熱かったり、焦げくさいにおいがする。 
參電源 コー ドが折れ曲がったり破損している0 
籲電源]—ドに触れると、羽根が回ったり、回らなかったりと不安定。 


rV 


異常があればご使用中止！！ 


すぐにコンセントから電源プラグを抜いて、 
お買上げの販売店または本書に記載の 
「山善家電お客様サービス係」に 
ご相談ください。 


設計上の標準使用期間 

製品本体に表示してある【設計上の標準使用期間】は下記に示す標準的な使用条件の下で使用した場合に 
安全上支障なく使用することができる標準的な期間です。 


環境条件 

電 圧 

AC 1 OOV 

周波数 

50/60 Hz 

温 度 

30 °C 

湿 度 

65% 

=ni 军 

pX 直 

本書に基づく組立て及び設置 

負荷条件 

本製品の最大定格での運転 

想定時間 

運転時間 

8 h / 日 

運転回数 

5 回/日 

運転日数 

11 ◦日/年 

スイッチ操作回数 

550 回/年 

首振運転の割合 

100% 


製品の故障や劣化は、この条件以外でも 
さまざまな要因に影響を受けます。 

標準使用期間に達しない場合でも、上記の 
ような異常がみられた場合にはすぐに 
ご使用をやめ、，販売店もしくは「山善家電 
お客様サービス係」にご相談ください。 
また、「設計上の標準使用期間」は「保証 
期間」とは違い、本製品の無償修理を保証 
する期間ではありません。保証内容及び 
期間につきましては本書に添付の「保証書」 

に記載し)たしております。 
— 


アフターサービスについて 


① この製品には保証書がついております。 

お買上げの際に、販売店よ0必ず保証欄の 
「お買上げ年月日」と「販売店印」の記入を 
お受けください。 

② 保証期間はお買上げ日より1年です。 

保証期間中の修理はお買上げの販売店にご依頼 
<ださい。保証書の記載内容により修理いたし 
ます。その他詳細は保証書をご覧<ださい。 

③ 保証期間経過後の修理（有料）については 
お買上げの販売店にご相談ください。 


④ この製品の補修用性能部品の保有期間は製造 
打ち切り後6年です。 

補修用性能部品とはその製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 

⑤ アフターサービス についてご不明な場合は、 
本書に記載の 「山善家電お客様サービス係」 
へお問い合わせ<ださい。 


この製品についてのお取扱い • お手入れ方法 
などのご相談、ご転居された 0 ご贈答品 
などで、販売店に修理のご相談ができない 
場合は、「山善家電お客様サービス係」に 
ご相談ください。 

r 山善家電お客様サ-ビス係 j 
私ル忍 0570 -077-078 

※ PHS、IP 電話など一部の電話からのご利用はできません0 

受付時間 ：10： 00〜17 : 00 ( 土 •日•祝日を除く） 

• FAX または E メールでのご相談も受け 
付けてお 0 ます。その際は、商品名•形名 • 
ご相談内容•お名前•お電話番号をご記入 
の上、ご相談ください。 

m®|g0120-680-287 

の info _ m @ yamazen . co.jp 


※お問い合わせの際には商品名 • 形名をご連絡ください。 


個人情報のお取り扱いについて 

株式会社山善及びその関係会社は' 
お客様の個人情報やご相談内容を、 
C 相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を 
残すことがあります。また、個人情報 
を適切に管理し、修理業務などを 
委託する場合や正当な理由が 
ある場合を除ぎ、第三者には提供 
しません。 

J -1 20220 
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